
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

８２１０５

基盤研究(B)（一般）

2015～2013

野ネズミの春の餌資源としての堅果の再評価

Examining the importance of acorns as a spring food for forest-dwelling rodents

１０３５３７２３研究者番号：

島田　卓哉（Shimada, Takuya）

国立研究開発法人　森林総合研究所・東北支所・グループ長

研究期間：

２５２９２０９５

平成 年 月 日現在２８   ６ １５

円     5,600,000

研究成果の概要（和文）：従来，堅果は野ネズミにとって秋から冬のみの餌資源であると考えられてきた．しかし，越
冬後の堅果は質的には秋よりも劣るものの，実生が展葉する６月頃までは比較的高質であり，野ネズミにとっては越冬
直後の重要な餌であることが判明した．実際に，豊作翌年には春夏にも堅果が高頻度で利用されており，野ネズミの個
体数変動および堅果の生存過程の両面において，春の堅果利用が重要な役割を果たしていることが明らかになった．

研究成果の概要（英文）：Acorns (seeds of oaks) are a staple resource for rodents in temperate forests, 
but its importance has been regarded to be restricted during autumn and winter. We examined the 
importance of acorns as a spring food for the Japanese wood mouse by estimating tannin intake levels 
using fecal proline content. Acorns contain high levels of tannins and, thereby, fecal proline levels 
will reflect the extent of consumption of acorns. We investigated seasonal changes in fecal proline 
contents of the wood mouse in an oak forest in Iwate, Japan from 2010 to 2014. The fecal proline contents 
in the spring after the mast years were significantly higher than those in the spring after the non-mast 
year. In addition, the predation rate of acorns by the wood mice in spring was at the same level as that 
in autumn. These results indicate that acorns are a significant resource for the wood mouse also in the 
spring in the year after masting.

研究分野： 森林生態学
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１．研究開始当初の背景 
 堅果（コナラ属樹木の種子，ドングリ）は，
森林性の野ネズミにとって貴重な餌資源で
あるが，秋から冬に限定される食物であると
考えられてきた．しかし，研究代表者らによ
る予備的な調査によって，野生のアカネズミ
のタンニン摂取量は，タンニンに富む堅果を
摂取する秋だけではなく，越冬後の春から夏
（7 月）にかけても秋と同程度の高いレベル
となることが示唆された．また，この現象は，
堅果の豊作翌年にのみ観察されていること
も判明した．したがって，アカネズミは，堅
果豊作翌年には春から夏にかけても冬越し
堅果（残存した堅果もしくは地下子葉）を高
頻度で利用している可能性が示唆される． 
 春夏にも秋と同程度の高いレベルで堅果
が利用されているとすれば，従来の「堅果は
秋冬限定の食物」という概念の見直しが必要
となるだろう．それだけでなく，冬越し堅果
の利用可能性と実際の利用状況を明らかに
することによって，堅果と野ネズミとの相互
作用（堅果豊作による野ネズミの個体数増加，
堅果の生存過程への野ネズミの影響など）に
関して，新たな知見が得られることが期待さ
れる．  
 
２．研究の目的 
 本研究では，野ネズミによる冬越し堅果の
利用を直接観察や糞中プロリン法によって
検証し，冬越し堅果の利用が野ネズミの個体
数変動およびコナラ属樹木の更新過程に与
える影響を解明することを目的として，以下
の調査を実施した． 
 
３．研究の方法 
(1) 野ネズミの標識捕獲調査 

 岩手大学滝沢演習林内のコナラ二次林
に設定済みの調査地において，野ネズミ
（主にアカネズミ）の標識再捕獲調査を
行い，個体群動態の解明を行う．捕獲調
査は，4月から 1２月にかけて毎月連続 3
晩実施する．捕獲履歴に基づいて，個体
の成長曲線を推定し，冬越し堅果を利用
可能なコホートと利用不可能なコホート
との間で成長過程に違いがないかどうか
を検証する． 
 また，全ての捕獲個体について，トラ
ップ内に残された糞を回収し，糞中プロ
リンからのタンニン摂取量推定のための
試料とする． 

(2) 堅果および実生の生存過程調査 
 滝沢演習林調査地内に方形区（50cm 四
方）を複数設け，コナラ堅果および実生
の消長を落果時から翌年夏まで追跡する．
その際，実生の生存だけに留まらず，地
下子葉が野ネズミによって捕食されてい
ないかを個々の実生について確認する． 
また，堅果および実生を季節毎に 30 個体
程度採集し，堅果および地下子葉の栄養
学的価値の推移の解明のための試料とす

る．測定項目は，乾燥重量，タンニン含
有率，および非構造性炭水化物含有率で
ある． 

(3) 野ネズミによる冬越し堅果利用の検証 
 研究代表者らは，近年糞中のプロリン
含有率からタンニン摂取量を推定する手
法を開発した（Shimada et al. 2011, J. 
Chemical Ecology）．この手法を適用し，
冬越し堅果の野ネズミにとっての重要性
を明らかにするために，前述のコドラー
ト調査に基づく直接観察および糞中プロ
リン含有率によるタンニン摂取量の推定
によって，冬越し堅果が野ネズミによっ
てどの時期にどの程度摂食されているの
かを解明する．サンプルとする糞は，前
述の滝沢演習林，および北海道大学雨龍
研究林のミズナラ林での野ネズミ捕獲調
査によって採集する．後者での捕獲調査
は，5月から 10 月まで行い，同所的に生
息するアカネズミ，ヒメネズミ，および
エゾヤチネズミを対象とする． 

(4) ミズナラ堅果生産量と野ネズミの個体数
変動との関係の解明 
 雨龍研究林におけるミズナラ堅果生産
量と野ネズミの個体数変動に関する長期
データ（1992 年より継続）を解析し，両
者の関係を明らかにする． 
 上記の調査から，３種の野ネズミの間
には摂取タンニン量に違いがあることが
明らかになった．その要因を解明するた
めに，ミズナラ堅果の供餌実験を実施し，
堅果に含まれるタンニンに対する耐性の
違いを検証した．実験には野外で捕獲し
た野ネズミを用い，2週間堅果に馴化さ
せた後，ミズナラ堅果のみを供餌し，体
重変化，消化率等を記録した． 
 

４．研究成果 
(1) 堅果の利用可能性の経時的変化・野ネズ

ミの捕食がコナラの更新過程に与える影
響 
 野ネズミによる冬越し堅果の利用実態
と堅果の栄養価の推移との関連を明らか
にするために，岩手大学滝沢演習林にお
いて，アカネズミによるコナラ堅果の利
用実態を野外コドラートを用いて調べた．
その結果，堅果への捕食圧は越冬前より
も越冬直後に高くなるが，5月以降は著
しく低下することが判明した．この時期
は，冬越し堅果が実生として展葉する時
期にあたる．一方，堅果は発育に伴って
被食防御物質であるタンニンが増加し，
糖質（非構造性炭水化物）が減少するた
め，資源としての価値が次第に低下する
ことが確認された．このことから，冬越
し堅果の栄養価は秋の堅果よりも劣るが
アカネズミにとっては越冬直後の重要な
餌であること，そして展葉後は資源とし
ての価値をほぼ失うことが明らかになっ
た． 



 また，冬越し堅果が高い確率で捕食さ
れることから，コナラ堅果の生存過程に
おいて春期の捕食圧が重要な要素である
ことが判明した．堅果類の豊凶現象は，
食害回避のための樹木の戦略であるとの
仮説（捕食者回避仮説）が，広く支持さ
れている．この仮説の検証の際には，一
般的に，初期の堅果生存率（越冬前まで）
と野ネズミの密度との関係を解析するこ
とが多い．しかし，本研究の成果は，越
冬前だけではなく越冬後の捕食圧も考慮
しなければ，野ネズミと堅果生存との関
係を正しく理解できないことを示してい
る． 

(2) 野ネズミの冬越し堅果利用実態・その個
体群動態への影響 
 岩手大学滝沢演習林において野ネズミ
の捕獲調査を実施し，糞中プロリン法を
用いて野ネズミの野外での摂取タンニン
量の推定を行った．アカネズミに関して
2010 年から 2014 年までの 5年間のデー
タを解析したところ，堅果豊作年には摂
取タンニン量は夏から秋にかけて増加す
る傾向が認められた．これは，タンニン
を高い濃度で含むコナラ堅果を頻繁に利
用するためであると考えられた．さらに，
その翌春（4〜6 月）においても，アカネ
ズミは秋と同程度に多くのタンニンを摂
取していることが判明した．一方，堅果
不作年翌春の摂取タンニン量は，堅果豊
作年翌春にくらべて有意に低かった．こ
れらの結果から，前年に堅果が豊作であ
った場合には，アカネズミは春にも高い
頻度で堅果を利用していることが判明し
た．また，アカネズミの成長曲線を解析
し，堅果豊作年翌春生まれと不作年翌春
生まれのコホートを比較したところ，豊
作年翌春の方が成長が早く，低体重で成
熟する傾向があることが判明した．この
ことが，堅果豊作翌年の野ネズミの個体
数増加に重要な役割を果たしていること
が示唆された． 
 北海道大学雨龍研究林においては，3
種の野ネズミ（アカネズミ，ヒメネズミ，
エゾヤチネズミ）について，糞中プロリ
ン法を用いて摂取タンニン量の推定を行
った．その結果，アカネズミとヒメネズ
ミは秋に摂取タンニン量が増加するが，
エゾヤチネズミでは変化が認められなか
った．また，当調査地におけるミズナラ
堅果生産量と野ネズミの個体数変動に関
する長期データを解析したところ，ミズ
ナラの豊作に同調して個体数が増加する
のはアカネズミのみであることが判明し
た．ミズナラ堅果利用の種間差の要因を
明らかにするために，ミズナラ堅果のみ
の供餌実験によってタンニンに対する耐
性を評価した．その結果，アカネズミで
のみ体重の増加が確認され，他の 2種は
体重を減少させた．とくに，エゾヤチネ

ズミの体重減少が著しかった．すなわち，
タンニン耐性は，アカネズミ＞ヒメネズ
ミ＞エゾヤチネズミの順であることが明
らかになった．つまり，タンニン耐性の
高いアカネズミのみが効果的にミズナラ
堅果を利用できるために，堅果生産量に
同調した個体数変動を示すことが明らか
になった．従来，堅果豊作に対する野ネ
ズミ個体群の反応には著しいばらつきが
あることが指摘されてきた．すなわち，
同所的に生息する種であっても，堅果の
豊凶が個体数変化に影響を持つ場合も持
たない場合も存在する．本成果はそれら
の違いを，タンニン耐性の違いという観
点から統一的に説明する可能性をもって
いる． 
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